
も く じ

地
方
創
生
ｖ
ｅ
ｒ
．
２
・
０
で
は
、地
方
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
生
構
想
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、そ
こ
で
は
、

地
域
の
「
産
官
学
金
労
言
士
／
師
」
が
連
携
し
、
施

策
や
技
術
の
新
結
合
が
う
た
わ
れ
る
。
た
だ
、
先
の

10
年
間
の
総
括
で
は
、
そ
の
効
果
検
証
に
は
踏
み
込

ん
で
お
ら
ず
、
上
滑
り
の
感
も
拭
え
な
い
。

改
め
て
そ
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
折
に
、
学
部

授
業
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
」
を
聴

講
し
た
。
そ
の
日
の
講
義
は
、
木
村
石
鹸
工
業
株
式

会
社
の
４
代
目
社
長
・
木
村
祥
一
郎
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
い
た
。

大
阪
・
八
尾
市
に
あ
る
小
さ
な
石
け
ん
メ
ー
カ
ー

「
木
村
石
鹸
工
業
」
は
、
１
９
２
４
年
創
業
の
１
０

０
年
企
業
だ
が
、
正
直
す
ぎ
る
自
社
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
や
、「
自
己
申
告
型
給
与
制
度
」
を
は
じ
め
、
現

場
の
最
前
線
に
立
つ
1
人
1
人
が
自
ら
考
え
て
対
応

で
き
る
、
自
律
型
の
組
織
を
生
み
出
す
経
営
姿
勢
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

事
前
に
木
村
社
長
の
著
書
を
読
ん
で
、『「
ｂ
ｅ
ｉ

ｎ
ｇ
の
価
値
」が
会
社
を
強
く
す
る
』と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
印
象
に
残
っ
て
い
た
。
組
織
に
は
、
そ
の
人
が

い
る
だ
け
で
場
の
雰
囲
気
が
和
ん
だ
り
、
心
理
的
安

全
性
を
高
め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
人
に
は
誰
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
の
で
、
組
織
の
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
に
早
く
気
付
け
る
。
結
果
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
に

仕
事
が
で
き
て
、
離
職
率
も
下
が
る
。「
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

の
価
値
」
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
、
少
し
ず
つ
歪

み
を
生
ん
で
、
周
囲
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ｄ
ｏ
ｉ

ｎ
ｇ
の
価
値
）
を
下
げ
て
し
ま
う
、
と
あ
っ
た
。

講
義
で
は
、
木
村
社
長
は
「
い
る
」
と
「
す
る
」

の
違
い
を
語
っ
て
い
た
。
会
社
や
組
織
は
、
と
か
く

目
的
か
ら
入
り
、「
す
る
」
戦
略
を
組
み
立
て
、
そ

れ
を
人
に
落
と
し
込
む
。
そ
し
て
、
で
き
た
・
で
き

な
か
っ
た
の
判
断
や
評
価
を
し
が
ち
だ
。
対
し
て
、

自
分
は
、
ま
ず
人
が
い
る
こ
と
を
大
事
に
す
る
。
そ

の
関
係
性
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、

会
社
の
戦
術
が
自
ず
と
決
ま
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ

て
い
る
。「
い
る
」
→
「
な
る
」
→
「
す
る
」
と
い

う
順
番
で
、
社
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
ま
る
よ

う
に
場
を
設
え
て
い
る
と
い
う
。

地
域
づ
く
り
の
主
体
を
巡
る
議
論
で
も
、
地
域
で

暮
ら
す
人
々
や
地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
人
々
の
全
体

を
「
広
義
の
人
材
」
と
捉
え
、
個
々
人
の
自
立
性
や

主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
域
に
関
わ
る
気
持
ち
を

高
め
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
で
、
木
村
社
長
の
発
想
は
、
地
域
づ
く
り
と

も
重
な
り
合
う
。
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
「
す

る
」
こ
と
ば
か
り
だ
が
、ま
ず
、地
域
に
人
々
が
「
い

る
」
と
こ
ろ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
そ
の
人
材
が
広
く

活
か
さ
れ
る
場
を
育
ん
で
い
く
現
場
起
点
の
発
想
こ

そ
、
今
の
地
方
創
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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鈴
木
憲
和
農
林
水
産
大
臣
及
び
石
原
宏
高

環
境
大
臣
の
挨
拶
の
後
、
事
務
局
よ
り
、
資

料
に
基
づ
き
、
対
策
本
部
設
置
の
趣
旨
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
地
方
三
団
体
か
ら
各
団
体
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
井
上
副
会

長
は
、
６
月
24
日
に
本
会
が
実
施
し
た
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
の
強
化
に
関
す
る

要
請
活
動
を
踏
ま
え
、「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
は
、
繁
殖
や
成
長
を
防
ぐ
よ
う
な
対

策
を
し
っ
か
り
行
わ
な
い
と
数
が
減
ら
な

い
。
国
の
大
々
的
な
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
農
林
水
産
大
臣
か
ら

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を
発
見
し
た
際
の

通
報
体
制
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
井
上
副

会
長
は
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を
認
識

し
て
い
な
い
住
民
も
ま
だ
多
い
こ
と
か
ら
、

各
町
村
で
広
報
を
通
じ
て
周
知
を
は
か
り
、

見
つ
け
次
第
捕
殺
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
石
原
環
境
大
臣
か
ら
樹
木
の
伐
採

や
防
除
ネ
ッ
ト
の
設
置
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
井
上
副
会
長
は
、「
学
校
や
河
川
敷

の
桜
か
ら
フ
ラ
ス
（
幼
虫
が
樹
木
の
内
部
を

食
い
荒
ら
し
排
泄
す
る
木
く
ず
や
糞
が
混

ざ
っ
た
も
の
）
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

行
政
で
伐
採
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、

梅
は
食
用
で
あ
る
た
め
薬
剤
の
注
入
が
難
し

く
防
除
ネ
ッ
ト
も
十
分
活
用
さ
れ
な
い
た

め
、
防
除
が
難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
」
な

ど
、
地
域
で
の
対
応
状
況
を
説
明
し
た
。

最
後
に
、
議
論
を
踏
ま
え
て
対
策
本
部
と

し
て
の
今
後
の
取
組
事
項
に
つ
い
て
申
し
合

わ
せ
を
行
っ
た
。
井
上
副
会
長
は
、
事
務
局

よ
り
示
さ
れ
た
申
し
合
わ
せ
事
項
案
に
対

し
、「
国
民
に
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。
マ
ス
コ
ミ

等
を
用
い
て
、
被
害
の
深
刻
さ
を
全
国
に
発

信
し
、
対
処
へ
の
意
欲
を
醸
成
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
、

広
報
に
関
す
る
記
載
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

令
和
８
年
７
月
31
日
、
井
上
健
次
副
会
長
（
埼
玉
県
毛
呂
山
町
長
）
は
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
本
部
の
初
会
合
に
出
席
し
た
。

対
策
本
部
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
戦
略
的
か
つ
面
的
な
防
除
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
が
緊
密
に
連
携
し
、
既
侵
入
地
域
及
び
未
侵

入
地
域
の
双
方
に
お
い
て
、
切
れ
目
の
な
い
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
農
林
水

産
大
臣
及
び
環
境
大
臣
を
本
部
長
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
。

地
方
三
団
体
か
ら
は
、
井
上
副
会
長
の
ほ
か
全
国
知
事
会
の
赤
岩
弘
智
栃

木
県
副
知
事
（
代
理
：
環
境
森
林
部
長
）、
全
国
市
長
会
の
阿
古
和
彦
奈
良

県
葛
城
市
長
が
出
席
し
た
。

▲井上副会長

▲鈴木農林水産大臣▲石原環境大臣

井上副会長が井上副会長が
「第1回クビアカツヤカミキリ対策本部」「第1回クビアカツヤカミキリ対策本部」

に出席に出席

柱のテキスト変数
月 日 号数
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冒
頭
、
黄
川
田
大
臣
か
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
７
月
に
閣
議
決
定
し
た
地
域
未
来
戦

略
に
基
づ
き
、
地
方
へ
の
投
資
促
進
や
地

域
産
業
の
振
興
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活

性
化
を
進
め
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。ま
た
、

地
域
産
業
や
地
場
産
業
の
成
長
を
支
援
す

る
計
画
を
公
表
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
意

欲
あ
る
自
治
体
に
よ
る
積
極
的
な
取
組
に

期
待
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
、
熊
川
副
委
員

長
は
、
地
域
未
来
戦
略
に
つ
い
て
、
東
京

圏
へ
の
過
度
な
人
口
集
中
に
歯
止
め
を
か

け
、
地
域
創
生
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て

期
待
を
示
し
た
。
ま
た
、
地
場
産
業
成
長

プ
ラ
ン
に
お
け
る
個
々
の
町
村
の
主
体
的

な
取
組
へ
の
支
援
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
地
域
未
来
交
付
金
の
充
実
・
確
保
な

ど
、
町
村
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

適
切
か
つ
力
強
い
支
援
を
求
め
た
。

最
後
に
、
黄
川
田
大
臣
は
、
本
日
の
意

見
も
踏
ま
え
な
が
ら
地
方
の
声
を
丁
寧
に

聴
取
し
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い

く
考
え
を
示
し
、会
議
を
締
め
く
く
っ
た
。

熊
川
栄
行
政
委
員
会
副
委
員
長
（
群
馬
県
嬬
恋
村
長
）
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
六
団
体
代
表
は
８
月
４
日
、「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の

意
見
交
換
会
」
に
出
席
し
た
。
黄
川
田
仁
志
地
方
創
生
担
当
、
地
域
未
来
戦

略
担
当
大
臣
と
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
や
地
場
産
業
成
長
プ
ラ
ン
等
地

域
未
来
戦
略
に
係
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
実
状
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

熊川行政委員会副委員長が熊川行政委員会副委員長が
「地方創生に関する地方六団体との「地方創生に関する地方六団体との

意見交換会」に出席意見交換会」に出席

▲熊川副委員長

▲黄川田大臣
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

我
が
国
に
お
い
て
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
と
人
口
減
少
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
な
集

中
を
是
正
し
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る

日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
地
方
に
お
い
て

は
、
人
口
減
少
と
担
い
手
不
足
が
同
時
進

行
す
る
中
で
、
地
域
の
持
続
可
能
性
が
問

わ
れ
る
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

平
成
26
年
に
「
地
方
創
生
」
を
開
始
し

て
以
降
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
就
業
機

会
の
創
出
を
は
じ
め
、
出
産
・
子
育
て
支

援
、
生
活
必
需
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
、

移
住
支
援
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転

な
ど
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
人

口
減
少
や
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
流
れ

を
転
換
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
地
方
に
お
け
る
消
費
の
減
少
は

地
域
経
済
全
体
の
縮
小
に
つ
な
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
高
市
内
閣
は
令
和
7
年
12

月
に
「
地
方
創
生
に
関
す
る
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
地
方
の
伸
び
代
を
活
か
し
て

地
域
の
活
力
回
復
を
め
ざ
し
た
。
さ
ら
に

令
和
8
年
7
月
に
は
「
地
域
未
来
戦
略
」

を
閣
議
決
定
し
、
強
い
地
域
経
済
の
構
築

を
軸
に
、
官
民
投
資
や
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
形
成
を
通
じ
て

地
域
の
持
続
的
成

長
を
実
現
し
、
地

方
か
ら
我
が
国
全

体
を
成
長
軌
道
に

押
し
上
げ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

「
地
域
活
性
化

起
業
人
」（
以
下
、

「
本
制
度
」
と
い

う
）
は
、
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す

る
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ

の
創
出
を
目
的
と

し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
地
方
自

治
体
が
三
大
都
市

圏
を
は
じ
め
と
し

た
都
市
部
の
企
業

等
の
社
員
を
一
定

期
間
受
け
入
れ
、

そ
の
専
門
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
や
知
見
を

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
独
自
の
魅
力
や
価

値
の
向
上
等
に
資
す
る
業
務
に
従
事
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
取

組
に
対
し
、
総
務
省
が
支
援
を
行
う
も
の

（
資
料
1
）
で
あ
る
。
本
制
度
は
、
地
域

の
担
い
手
確
保
や
外
部
人
材
の
活
用
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。総

務
省
と
し
て
も
、
特
に
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
有
効
な
手
段
と

し
て
、
本
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
制
度
の
概
要
、
財
政
措

 地方公共団体が、都市部に所在する企業等の社員を一定期間受け入れ、そのノウハウや知見を活かしながら地域独自の魅力や価値の向上等につながる業
務に従事することで、地域活性化を図る取組に対し特別交付税措置

 地方公共団体と企業の協定締結に基づく企業から社員を派遣する方式（企業派遣型）と、地方公共団体と企業の社員または退職した個人の契約に基づく
副業の方式（副業型／シニア型）により活用

 地方公共団体としては、民間企業の専門知識・業務経験・人脈・ノウハウを活用し、地域の課題の解決を図ることができ、民間企業としては、多彩な経験に
よる人材の育成、企業（または社員）の社会貢献、新しい地域との関係構築、シニア個人としても退職後の新たな活躍の場の発見などのメリットがある

協定締結

【企業派遣型】
  〇要件
   ・自治体と企業が協定を締結
   ・受入自治体区域内での勤務日数が月の半分以上 など
  〇特別交付税
  ① 受入れの期間前に要する経費（上限100万円/団体、措置率0.5） 
  ② 受入れの期間中に要する経費（上限610万円/人）※R8年度から引き上げ
  ③ 発案･提案した事業に要する経費（上限100万円/人、措置率0.5）

A 三大都市圏に所在する企業
B 三大都市圏外の政令市、中核市及び県庁所在市に所在する企業※

（対象：1,433市町村）

① 三大都市圏外の市町村
② 三大都市圏内の市町村のうち、条件不
利地域を有する市町村、定住自立圏に
取り組む市町村及び人口減少率が高い
市町村

※ B 三大都市圏外の政令市、中核市及び県庁所在市に所在
する企業の社員等の活用可能団体：上記①②のうち、政令
市、中核市及び県庁所在市以外の市町村（1375市町村）
（企業が受入団体と同一道県内に所在する場合を除く）

地方公共団体 民間企業

地域活性化起業人
①企業派遣型（H 2 6～）
②副業型（R 6～）／シニア型（R 7～）
※H 2 6～ R 2は 「 地域お こ し企業人 」

【副業型／シニア型（退職した個人）】
〇要件

 ・自治体と企業に所属する社員または所属していた個人が契約を締結
 ・勤務日数・時間 月4日以上かつ月20時間以上
 ・受入自治体における滞在日数は月１日以上 など
〇特別交付税

 ① 受入れの期間前に要する経費（上限100万円/団体、措置率0.5）
 ② 受入れの期間中に要する経費（報償費等 上限100万円/人＋旅費

上限100万円/人（合計の上限200万円/人)）
   ③ 発案･提案した事業に要する経費（上限100万円/人、措置率0.5）

○任期
６か月～３年
○活動例
・観光振興
・自治体・地域社会DX
・地域産品の開発 等 社

員
（
個
人
）

地域活性化起業人の推移

契約締結

資料１

地域活性化起業人について地域活性化起業人について

総務省 地域自立応援課  課長補佐　横張　貴士総務省 地域自立応援課  課長補佐　横張　貴士
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置
、
活
用
状
況
及
び
今
後
の
展
望
等
に
つ

い
て
述
べ
る
。

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は

筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

２２
．
制
度
の
沿
革

．
制
度
の
沿
革

ま
ず
、
本
制
度
の
沿
革
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

本
制
度
は
、
平
成
24
、
25
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
及
び
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た

「
シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
」
の
取
組
を
踏

ま
え
、
平
成
26
年
度
に
「
地
域
お
こ
し
企

業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
開
始
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、「
地
域
お
こ
し
」
と
い
う
名

称
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
幅
広
い
地
域
活

性
化
の
た
め
の
取
組
に
も
活
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
明
確
化
し
、
地
域
を
起
こ
す
企

業
人
材
を
活
か
す
制
度
と
し
て
、
令
和
3

年
度
よ
り
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
へ
と

名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
都
市
部
の
企
業
と

地
方
自
治
体
が
協
定
を
締
結
し
、
企
業
等

の
社
員
が
在
籍
型
出
向
の
形
態
で
地
域
に

お
い
て
活
躍
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、「
企
業
派
遣
型
」
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
働
き
方
の
多
様
化
や

地
方
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
制

度
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。

令
和
6
年
度
に
は
、
副
業
・
兼
業
の
普

及
を
背
景
と
し
て
「
副
業
型
」
が
創
設
さ

れ
、「
自
ら
の
ス
キ
ル
を
地
域
活
性
化
に

活
か
し
た
い
」
と
い
う
企
業
人
材
が
本
業

を
維
持
し
な
が
ら
地
域
に
関
与
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
令
和
7
年
度
に
は
、
企
業
で
長

年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
有
す
る
退
職
後

の
シ
ニ
ア
層
の
活
用
を
目
的
と
し
た
「
シ

ニ
ア
型
」が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

企
業
か
ら
の
派
遣
に
加
え
、
企
業
人
材
が

個
人
と
し
て
地
域
に
参
画
す
る
多
様
な
形

態
が
整
備
さ
れ
た
。

本
制
度
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
即
戦

力
と
な
る
専
門
人
材
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
創

出
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
一
方
で

企
業
等
に
と
っ
て
も
、
社
員
に
多
様
な
経

験
を
積
ま
せ
る
人
材
育
成
や
、
新
た
な
事

業
機
会
の
創
出
、
さ
ら
に
は
経
験
豊
富
な

シ
ニ
ア
人
材
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

の
発
見
等
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ

れ
る
。

３３
．
制
度
の
概
要

．
制
度
の
概
要

本
制
度
の
対
象
と
な
る
者
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

【
企
業
派
遣
型
・
副
業
型
】

・�

三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業
等
の
社

員
・�

三
大
都
市
圏
外
の
政
令
指
定
都
市
・
中

核
市
・
県
庁
所
在
市
（
以
下
、「
三
大

都
市
圏
外
政
令
市
等
」
と
い
う
）
に
所

在
す
る
企
業
等
の
社
員

【
シ
ニ
ア
型
】

・�

三
大
都
市
圏
ま
た
は
三
大
都
市
圏
外
政

令
市
等
に
所
在
す
る
企
業
等
の
元
社
員

で
あ
り
、
退
職
後
も
引
き
続
き
当
該
市

に
在
住
す
る
者

受
入
れ
可
能
な
市
町
村
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
三
大
都
市
圏
外
の
市
町
村

②
三
大
都
市
圏
内
の
市
町
村
の
う
ち
、

・
条
件
不
利
地
域
を
有
す
る
市
町
村

・
定
住
自
立
圏
に
取
り
組
む
市
町
村

・
人
口
減
少
率
が
高
い
市
町
村

※�

令
和
8
年
4
月
時
点
で
1
、
4
3
3
市

町
村
が
対
象

な
お
、
令
和
７
年
度
か
ら
拡
充
と
な
っ

た
三
大
都
市
圏
外
政
令
市
等
の
企
業
等
の

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
。

①�

政
令
指
定
都
市
・
中
核
市
・
県
庁
所
在

市
は
受
入
自
治
体
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

※�

令
和
8
年
4
月
時
点
で
1
、
3
7
5
市

町
村
が
対
象

②�

企
業
が
受
入
自
治
体
と
同
一
道
県
内
に

所
在
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な

る
。

本
制
度
で
は
、
次
の
3
点
に
つ
い
て
特

別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

①
受
入
れ
期
間
前
に
要
す
る
経
費

地
域
活
性
化
起
業
人
の
受
入
れ
の
期
間

前
に
必
要
と
な
る
準
備
等
に
要
す
る
経
費

・
上
限
額
：
100


万
円
／
団
体

・
措
置
率
：
0
・
5

②
受
入
れ
期
間
中
に
要
す
る
経
費

受
入
れ
期
間
中
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
送
り
側
の
方
式
に
よ
り
取
扱
い
が

異
な
る
。

【
企
業
派
遣
型
】

上
限
額 

610


万
円
／
人
（
※
R
８

年
度
か
ら
引
き
上
げ
）

【
副
業
型
・
シ
ニ
ア
型
】

報
償
費
等
：
上
限
100


万
円
／
人

旅
費
：
上
限
100


万
円
／
人

合
計
：
上
限
200


万
円
／
人

③�

地
域
活
性
化
起
業
人
が
発
案
・
提
案
し
、

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
事
業
に
要
す

る
経
費

・
上
限
額 

100


万
円
／
人

・
措
置
率
：
0
・
5

本
制
度
は
、
地
方
自
治
体
が
自
主
的
・

主
体
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
総
務

省
は
各
自
治
体
の
実
施
状
況
に
応
じ
て
事

後
的
に
実
績
を
調
査
し
た
う
え
で
、
前
述

の
と
お
り
特
別
交
付
税
措
置
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

送
り
側
の
方
式
や
派
遣
期
間
中
の
勤
務

条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
企
業
や

個
人
と
受
入
自
治
体
と
の
間
の
合
意
に
基

づ
い
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
制

度
の
利
用
に
際
し
て
総
務
省
の
事
前
承
認

等
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。

一
方
で
、
制
度
の
活
用
に
あ
た
り
、
必

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能
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要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確
認

は
、
各
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て
確
実
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
協
定
締
結
の
段

階
で
は
、
要
件
の
適
合
性
を
十
分
に
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
総
務
省
が
作
成
し
た

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
加
え
、「「
地
域
活
性

化
起
業
人
制
度
」
推
進
要
綱
」
や
「
地
域

活
性
化
起
業
人
の
活
用
に
係
る
Q
&
A
」

を
参
照
し
、
受
入
期
間
や
勤
務
条
件
等
の

要
件
を
事
前
に
十
分
確
認
し
た
う
え
で
制

度
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

４４
．
制
度
の
活
用
状
況

．
制
度
の
活
用
状
況

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
全
国
で
活
躍

し
た
地
域
活
性
化
起
業
人
は
、
前
年
度
比

で
約
１
・
５
倍
の
1
、
21

5
人
と
な
り
、

過
去
最
高
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
企
業
派

遣
型
は
904


人
、副
業
型
は
299


人
、

シ
ニ
ア
型
は
12
人
で
あ
っ
た
。（
シ
ニ
ア

型
は
令
和
7
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
実
績
が
出
る
の
は
今
回
が
初
。）

ま
た
、
市
町
村
に
社
員
を
派
遣
し
た
企

業
等
は
、
前
年
度
か
ら
85
社
増
加
の

47

5
社
、
活
用
す
る
市
町
村
数
は
、
前

年
度
か
ら
99
団
体
増
加
の
5
3
8
団
体
と

な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

次
に
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
40
歳
代
が

26
・
5
％
、
50
歳
代
が
23
・
4
％
、
60
歳

代
以
上
が
10
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
40

歳
代
が
最
も
多
く
、
40
歳
以
上
で
約
６
割

を
占
め
て
い
る
。

男
女
比
に
つ
い
て
は
、
男
性
が
77
・

9
％
、
女
性
が
22
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
が
活
躍
し

て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
Ｄ
Ｘ
、
観
光
振

興
・
観
光
誘
客
対
策
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
等
で

40
％
を
占
め
て
い
る
が
、
雇
用
対
策
、
移

住
促
進
、
地
場
産
品
の
開
発
な
ど
、
各
市

町
村
の
地
域
課
題
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
（
資
料
２
）。

５５
．．��

制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
た

制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
た

取
組
取
組

本
制
度
の
活
用
は
平
成
26
年
の
制
度
創

設
以
来
、
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
が
、

一
方
で
活
用
し
て
い
る
地
方
自
治
体
は
対

象
自
治
体
の
半
数
以
下
に
と
ど
ま
り
、
ま

た
、
本
制
度
を
十
分
に
認
知
し
て
い
な
い

企
業
等
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
さ
ら
な
る

制
度
の
周
知
と
活
用
促
進
に
向
け
、
積
極

的
な
広
報
を
展
開
し
て
い

る
。総

務
省
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
制
度
活
用
に
関
心
を

有
す
る
地
方
自
治
体
・

企
業
は
多
い
も
の
の
、

「
接
点
の
作
り
方
が
分

か
ら
な
い
」「
相
手
の

ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
課
題
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
実

際
に
制
度
を
活
用
し
て

い
る
自
治
体
の
約
6
割

が
、
従
前
か
ら
関
係
の

あ
っ
た
企
業
と
の
連
携

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

新
規
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

生
ま
れ
に
く
い
状
況
も

う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
解

消
す
る
た
め
、
地
方
自

治
体
と
企
業
、
副
業
に
関
心
の
あ
る
個
人

等
が
、
制
度
を
有
効
か
つ
円
滑
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
令
和
７
年
度
に
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
た
。
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
地
方
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
や
企
業
・
個
人
の
事
業
提
案
を
そ

れ
ぞ
れ
見
え
る
化
し
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で

気
軽
に
や
り
取
り
が
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
で
き
る
点
が
特
徴

で
あ
る
。
実
際
に
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

生
ま
れ
て
お
り
、
登
録
後
す
ぐ
に
相
手
方

か
ら
レ
ス
ポ
ン
ス
が
得
ら
れ
る
事
例
も
多

く
見
ら
れ
る
。

登
録
は
資
料
３
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

地域活性化起業人のマッチングプラットフォーム

登録・活用はこちらから→

自治体

民間のスペシャリスト人材を
活用したいニーズ

民間企業や退職した個人の
専門知識・業務経験・人脈・
ノウハウを活用して地域の
課題を解決
外部の視点・スピード感覚で
取組を展開

企業や副業に関心のある個人等

多彩な経験による人材の育成、
企業の社会貢献、新しい地域との

関係構築などのニーズ

民間企業の社会貢献
多彩な経験を積ませることに
よる人材育成・キャリアアップ
経験豊富なシニア人材の新たな
ライフステージを発見

起業人募集

ソリューション提案

マッチング
プラットフォーム

自治体や
企業、個人が、

それぞれのニーズを
事前登録

地域活性化起業人制度の更なる推進のため、自治体や企業、副業に関心のある
個人等が、それぞれ、抱える課題や来てもらいたい民間のスペシャリスト人材、自らが
提供できるソリューションを登録し相互に交流できる場を構築しました！

資料３

地域活性化起業人のカテゴリー別（企業派遣型・副業型・シニア型）

総務（政策調整・行政改革
・公有財産利活用等）

35人 3%

民生（子供子育て
・福祉・災害対応等）

9人 1%

衛生（保健衛生・環境等）
15人 1%

観光振興・観光誘客対策・DMO設立等
253人 21%

農林水産（農業・畜産業
・林業・水産業振興等）

34人 3%

地域産品の開発・販路開拓・拡大等
85人 7%

移住促進・都市農村交流
・交流人口の拡大等

86人 7%

DX（自治体DX・地域社会DX）
293人 24%

土木（土木管理・道路橋りょう
・河川・住宅・空き家対策等）

14人 1%

地域経済活性化・雇用対策
・人材育成・企業誘致等

135人 11%

その他
94人 7%

広報業務
50人 4%

中間支援機能に関する業務
（地域商社支援及び立ち上げなど）

22人 2%

教育
55人 5%

GX（脱炭素等）
35人 3%

資料２
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可
能
で
あ
り
、
初
め
て
の
自
治
体
・
企
業
・

個
人
で
も
参
加
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
な
お
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
直
ち
に
契
約
締
結
が
行
わ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
関
心
を
持
っ
た
双
方
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
外
で
個
別
に
連
絡
・
協
議
を

行
い
、
合
意
に
至
っ
た
場
合
に
契
約
締
結

へ
と
進
む
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
は
情
報
収
集
や
意
見
交
換
の
場
と
し

て
安
心
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。現

在
、
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
登
録
数
は
企
業
・
地
方
自
治
体
合
わ

せ
て
約
５５

０
団
体
で
あ
り
、
よ
り
多
様

で
質
の
高
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
参
加
主
体
の
拡
大
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
登

録
の
促
進
を
図
り
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
新
た
な
出
会
い
と
連
携
の
創

出
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

な
お
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
質
を
高
め
る
た

め
に
は
、
自
治
体
側
に
お
い
て
「
何
を
実

現
し
た
い
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
支
援
を

求
め
る
の
か
」
を
具
体
的
に
整
理
し
、
受

入
れ
前
の
段
階
で
企
業
等
と
十
分
に
協
議

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
準

備
が
不
十
分
な
場
合
、
任
期
開
始
後
の
認

識
の
ず
れ
に
つ
な
が
り
、
十
分
な
成
果
が

得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
留
意

い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
制
度
の
活
用
促
進
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
自
治
体
に
よ
る
起
業
人

募
集
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
企

業
等
が
関
心
を
持
つ
自
治
体
と
の
情
報
交

換
を
促
進
す
る
質
問
会
を
組
み
合
わ
せ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
派
遣
先
自
治
体
と
派
遣
元
企
業
等
と

の
間
で
協
定
（
又
は
契
約
）
を
締
結
す
る

際
の
協
定
書
（
又
は
契
約
書
）
の
ひ
な
型

及
び
制
度
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。
さ
ら
に
、
実
際
の
取
組
内
容
や
成
果

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
活
用
事
例
集

も
作
成
し
て
い
る
の
で
、
制
度
活
用
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い（
資
料
４
、５
）。

６６
．
結
び
に

．
結
び
に

総
務
省
と
し
て
は
、
今
後
も
制
度
の
周

知
に
加
え
、
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
登
録
拡
大
に
重
点
的
に
取
り

組
み
、
よ
り
多
く
の
自
治
体
・
企
業
・
個

人
が
参
加
す
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
情
報
発
信
や
事
例
共
有
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
、
制
度
の
理
解
促
進
と

活
用
の
裾
野
拡
大
に
も
努
め
て
い
く
。
参

地域活性化起業人活用事例（令和７年度 副業型・シニア型）

【起業人として中富良野町と関わるきっかけ】             
・当人は町にゆかりはなかったものの、なかふらの学園等を通じた教育の実践に触れ、教
育を軸に地域価値を高めていく取組に可能性を感じ、町の社会教育活動等に協力し
ていくなかで、自身の経験を活かして地域と共に挑戦したいと考え、制度の活用が実現。

【取組内容・成果】                             
○「町の魅力を色にした万年筆インクプロジェクト」
・ 小学校の総合的な学習の時間で実施。こどもたちが地域の
 魅力を色で表現し、インクを制作。実際に商品化し、
ふるさと納税返礼品や販売イベントで展開。

○親子ワークショップ等の企画運営
・ 一般社団法人と連携し、こどもたち企画のイベント出展など、
 親子ワークショップやアントプレナーシップ教育を推進。

【起業人として高松市と関わるきっかけ】                   
・当人は香川県出身で、勤務していた首都圏企業と市との連携協定において、市の関
係人口・交流人口の創出・拡大を図るワークショップを実施するなど、以前より関わりが
あった。定年退職後も、ゆかりのある地域で、自身の経験を活かし継続的に関与したい
という起業人からのアプローチにより、制度の活用が実現。

【取組内容・成果】                             
○関係人口と地域住民によるワークショップ等の開催
・ 地域に興味のある人材と地域住民を交え、
 地域魅力や課題の体験、課題解決策等を考える
 ワークショップを開催。
ワークショップにより地元木材を活用したビール開発など

 の検討が進み、商品化も予定。

【起業人として多良木町と関わるきっかけ】                   
・当企業社長のルーツが多良木町にあり、従前より歴史と観光事業について企業と町
は連携協定を結んでいた。その後、SNS等を活用した情報発信の強化を図るため、町
からアプローチをかけたところ、紹介を受け、制度の活用が実現。

【取組内容・成果】                             
○公式Instagram開設に向けた企画・投稿作成
・町公式Instagramの開設（令和７年11月に開設）
 に向け、ガイドラインの作成や投稿コンテンツの
 作成に携わる。
・運用手順を明確化しておくことにより、任期終了後も
 町で運用し続けられるような体制づくりを実現。

【起業人として白馬村と関わるきっかけ】           
・ふるさと納税の講演や勉強会で何度か白馬村を訪れるうちに
プライベートでも足を運ぶようになり、地域の魅力を体感する
とともに、自身の経験を活かせる可能性を感じ、応募。

【取組内容・成果】                             
○白馬村ファンコミュニティの企画、運営
・ 地域課題の解決に参加・応援してくれる関係人口を創出・
  可視化し、地域側・参加者側それぞれのニーズや課題を
整理した上で、コミュニティを立ち上げ、運営。
・ 令和7年度はコミュニティの立ち上げサポーターを募集し、
試験的な交流イベント等を企画・実施。
・ 本格稼働時期は調整中。

北海道 中富良野町（副業型）
（教育）

長野県 白馬村（副業型）
（交流人口拡大）

香川県 高松市（シニア型）
（交流人口拡大・地域特産品の開発） （広報）

棚田での稲刈
（交流イベント）

熊本県 多良木町（副業型）

資料５

山形県 山形市 × 富士通Japan株式会社

【取組内容・成果】                  
① 児童生徒の学習実態調査・仮説の設定
・ 小中学校での授業見学や、教育委員会、教員、住民への
ヒアリング等により、学習実態などを把握。

② 公設塾設置に向けた調整
・ 「適切な学習方法の定着」が必要との仮説を設定し、
その検証のため、１ヶ月間、町営塾を試験的に運営し、
学力の向上に成功。
・ 試験的に運用していた町営塾の常設に向け、保護者や
住民への説明会でのコンセプトの周知などを実施。
令和８年４月より、正式に町営塾を開設。

【取組内容・成果】                  
① 新名物や新しいお土産の開発
・ 多くの人々が訪れる温泉施設内で販売する新名物を考案。
・ フランスとの縁が深い富岡製糸場をイメージした
オリジナル紅茶を民間事業者と共同して開発。
市内の物産館や富岡製糸場、市内の飲食店等
で販売。

② ペットツーリズムの推進
・ 体験型コンテンツ「肉球スタンプ」を考案、観光案内所で販売。
・ 飼い主がペットと立ち寄れる場所をリサーチできるアプリ
「Wan!Pass」の導入。 

【取組内容・成果】                   
① 総合保育業務支援システムの構築
・ 園児の登降園管理や個人記録等が行える保育業務
支援システムを導入。タブレットを活用することにより、
簡単に記録ができ、情報をシステムで一括管理することが
可能に。（令和８年２月実装開始）

② AIスマートコーチの提案
・ 学校の体育授業や部活動の指導に活用できる
AIスマートコーチの導入を促進。
体育専門教員不在の学校で、AIスマートコーチにより
跳び箱などの授業を支援。

地域活性化起業人活用事例（令和７年度 企業派遣型）

（地域交通（DX））

群馬県 富岡市 × （株）ABC CookingStudio
（地域特産品の開発・観光振興）

山口県 阿武町 × 株式会社FoundingBase
（教育）

愛媛県 伊予市 × ソフトバンク（株）
（地域DX）

【取組内容・成果】                  
① やまがたMaaS「らくのる」の拡充
・ 仙台市のMaaSと連携し、共通チケット販売やイベントの連携などを実施。
・ 山形市健康ポイント事業「SUKSK」と連携し、アプリ内お知らせで「らくのる」利用
の案内や、ウォーキングマップへ公共交通案内を掲示することにより、MaaSの利用
者拡大と公共交通機関の利用を促進。

② バス停へのデジタルサイネージ設置
・ 山形市内の主要なバス停に、デジタルサイネージ
を設置。バスの接近情報や市のイベント情報などを
表示し、バス待ち環境の快適性向上を図っている。
・ 企業広告を入れることによりランニングコストの
軽減も図っている。

資料４
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加
主
体
の
増
加
に
よ
り
選
択
肢
が
広
が

り
、結
果
と
し
て
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
低
減
と
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創

出
や
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
う
え
で
本

制
度
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
特
に
、

企
業
等
で
培
わ
れ
た
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
地
域
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
や
手
法
に
よ
る
取

組
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う

し
た
人
材
の
関
わ
り
は
、
一
時
的
な
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
継
続
的
な
関
係
の
構
築

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
及
び
企
業
等
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
て
は
、
本
制
度
の
趣
旨
や
意
義
を

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
特
性

を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
の

有
効
な
手
段
と
し
て
、
地
域
活
性
化
起
業

人
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省　

地
域
自
立
応
援
課

担 

当
：
仁
木
・
木
村
・
吾
郷

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

５
２
５３
-

５３

９
２

M
A
IL

：�chiikikasseika1@

soum
u.go.jp

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約7分

TEL.03（3581）0471
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
Webサイト URL　https://www.zck.or.jp/kaikan/

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

SINGLE
ROOM

ツイン
18室

TWIN
ROOM

ダブル
12室

DOUBLE
ROOM

※市町村職員共済組合等の宿泊施設利用助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。

2026年（令和 8年） 8月17日　8第3369号

政　策

　「町村 .com」は、町村関
係者の方だけがご利用いた
だける専用Webサイトです。
　ログイン時のユーザー名
とパスワードは、各町村に
お知らせ（平成18年9月27
日付）しております。 お問
い合わせは、全国町村会広
報部（kouhou@zck.or.jp）ま
でお願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員の皆さまの情報収集の利便性

を向上させるため、町村専用Webサイト「町村.com」を開設しています。

　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時ご提供し、町村関係者

にとって役立つ Webサイトとなることをめざし、これからも充実を図ってまいります。ご感想・

ご意見は、下記のメールアドレスにお寄せください。

ご活用ください！町村専用Webサイト「町村 .com」

 https://www.zck.or.jp/choson/

お問い合わせは
こちら

詳しくはWebへ

町村COM広告_250612修正.indd   1町村COM広告_250612修正.indd   1 2026/08/10   14:29:352026/08/10   14:29:35
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義
仲
く
ん
・
巴
ち
ゃ
ん

義
仲
く
ん
・
巴
ち
ゃ
ん

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
利
府
町

は
、
杜
の
都
・
仙
台
市
等
7
つ
の
市
町
と
隣

接
し
た
緑
豊
か
な
町
で
す
。「
十
符
の
菅
薦（
と

ふ
の
す
が
こ
も
）」
と
い
う
敷
物
が
古
く
か
ら

町
周
辺
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
十
符

の
里
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
お

り
、
こ
の
「
十
符
」
が
町
名
の
由
来
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
2
0
1
0
年
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
公
募
し
誕
生
し
た
の
が
「
リ
ー
フ
ち
ゃ
ん
」

で
す
。
背
中
の
葉
は
町
の
豊
か
な
「
自
然
」
を
、

髪
は
浜
田
の
「
海
」
を
表
現
し
、
頭
に
つ
け
て

い
る
の
は
「
利
府
梨
」
を
模
し
た
髪
留
め
で
す
。

2
0
1
7
年
、
町
制
施
行
50
周
年
の
際
に
着

ぐ
る
み
を
作
成
し
て
か
ら
は
、「
十
符
の
里
︱

A
L
L 

R
I
F
U
産
業
祭
」
や
「
利
府
梨
ま

つ
り
」
等
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
町
の
P
R
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
オ
ル
や
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
も
多
数
販
売
さ
れ

て
お
り
、
町
の
人
気
者
で
す
。

  

長
野
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
木
曽
町
は
、

2
0
0
5
年
に
「
福
島
町
」「
日
義
村
」「
開

田
村
」「
三
岳
村
」
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
町
の
総
面
積
の
約
90
％
を
山
林
が
占
め

る
緑
豊
か
な
山
間
の
町
で
す
。
古
く
か
ら
山

岳
信
仰
文
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
御
嶽
山
」

を
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
木
曽
町

に
は
4
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
日
義
地
区
は
「
義

仲
く
ん
」と「
巴
ち
ゃ
ん
」で
す
。「
義
仲
く
ん
」

の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
征
夷
大
将
軍
「
木
曽
義

仲
」
は
、日
義
地
区
内
に
あ
る
「
旗
挙
八
幡
宮
」

で
元
服
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
日
義
地

区
ゆ
か
り
の
人
物
で
す
。
一
方
、「
巴
ち
ゃ
ん
」

は
、「
木
曽
義
仲
」
の
妻
で
、
源
平
合
戦
で
活

躍
し
た
女
武
者
「
巴
御
前
」
が
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
地
区
の
「
福
ち
ゃ
ん
・

し
ま
ち
ゃ
ん
」、
開
田
高
原
地
区
の
「
木
曽
っ

こ
」、
三
岳
地
区
の
「
う
め
み
ち
ゃ
ん
」
と
一

緒
に
、
木
曽
町
の
P
R
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

10
月
5
日
生
ま
れ
の
お
と
こ
の
こ
。
普
段
は
お
と
な
し
い
性

格
だ
が
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

得
意
技
は
無
意
識
に
繰
り
出
す
タ
ケ
ボ
ー
ア
タ
ッ
ク
。
趣
味

は
お
散
歩
。
好
き
な
言
葉
は
「
あ
り
が
と
う
」。

7
月
4
日
（
7
＝
ナ
、
4
＝
シ
）
ナ
シ
の
日
生
ま
れ
の
女
の
子
。

十
符
の
里
に
住
む
伝
説
の
妖
精
。
温
厚
な
性
格
で
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
が
大
好
き
。
趣
味
は
町
内
各
地
を
飛
び
回
る
こ
と
。
好
物
は

も
ち
ろ
ん
「
利
府
梨
」。

ふたりとも10月9日生まれ。義仲くん：正
義感の塊。好きな場所は「旗挙八幡宮」。
巴ちゃん：一途な性格。ナギナタの名手。
好きな場所は「巴淵」。ふたりとも、「木曽
義仲」を題材とした「大河ドラマ」の実現
を夢見ている。

　
“
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
”
仁
木
町
は
、
北

海
道
南
西
部
に
位
置
し
、
上
質
な
土
と
水
と

空
気
に
囲
ま
れ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
等
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
町
で
す
。

特
産
品
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ニ
キ
ボ
ー
®

」
は
、
町

民
の
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、

町
の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
し
、
誘
客
促
進

を
図
る
た
め
に
実
施
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募

集
に
よ
り
、
2
0
1
4
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

翌
年
7
月
に
「
農
村
公
園
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

に
き
」
で
お
披
露
目
さ
れ
て
か
ら
は
、
6
月

に
開
催
さ
れ
る
「
仁
木
町
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

「
北
海
道
ご
当
地
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
タ
in
小
樽
」

や「
o
t
a
r
u
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」と
い
っ

た
町
外
イ
ベ
ン
ト
、
特
に
北
後
志
エ
リ
ア
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
小
さ
い
お
顔
の
「
タ

ケ
ボ
ー
」
と
一
緒
に
町
の
P
R
を
す
る
た
め
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

柱のテキスト変数
月 日 号数
8 17 3369

ニ
キ
ボ
ー

ニ
キ
ボ
ー

リ
ー
フ
ち
ゃ
ん

リ
ー
フ
ち
ゃ
ん

Vol.197

北
海
道
仁に

木き

町ち
ょ
う

長
野
県
木き

曽そ

町ま
ち

宮
城
県
利り

府ふ

町ち
ょ
う

利
府
町
観
光
協
会
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

仁
木
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

木
曽
町
日
義
地
区
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

宮城県利府町

長野県木曽町

北海道仁木町

よ
し
　 

な
か

と
も
え

®®
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海外自治体幹部交流プログラム

世界の自治体リーダーとつながる。地域の取組みを、国際連携へ。

受 入 自 治 体 募 集 ！ ※9 月 18 日（金）まで

プログラムスケジュール（例）

東京→地方
(視察等)

地方→東京

　本プログラムは、日本の地方自治制度や地方行政の現状について学ぶ「東京セミナー」と地方自治体を訪問し、
施策に関する説明や意見交換、関連施設の視察等を行う「地方交流プログラム」により構成されています。

受入のメリット

01 02 03

04 05 06

                  海外自治体とのネットワーク構築

　　　　行政幹部との実践的な交流・
　　      ネットワークを形成

                  通訳同行で安心

　　　  専任通訳が全行程同行。
　　    日本語で対応 OK。

                  自治体の海外 PR につながる

　　　   地域の魅力や、先進的な取組を
　　    海外へ直接発信

                  海外行政の視点を得られる

　　　   参加者から施策へのフィード
              バックを受けられます。

                  費用は原則クレア負担
　　        自治体が主催する歓迎食事会以外は
                原則クレアで経費負担（※1）

                  希望に応じて柔軟に調整
　　　  対象地域や時期、テーマ等は
　　    ご希望に応じて調整（※2）

※1  自治体主催歓迎食事会や参加者への記念品に係る費用は自治体負担（実施は任意）。また、随行職員 2 名分までのプログラム参加経費（旅費・食費・視察費等）は
　　クレア負担（3 名を超える分は自治体負担）。
※2  プログラムは、クレア・海外事務所と適宜相談しながらアレンジしていただきます。なお、会場手配や各所との調整等は、主に受入自治体で実施していただきます。
　　状況に応じて臨機応変に対応しますので、ご相談ください。

海外自治体幹部交流プログラムとは？

　海外自治体幹部交流プログラムは、海外自治体の幹部職員等を招聘し、日本の地方自治制度や自治体施策への
理解を深めるとともに、受入自治体との意見交換や現地視察を通じて、日本と海外の自治体間の相互理解とネッ
トワーク構築を促進する事業です。

[ 視察の様子 ] [ 講義の様子 ] [ 歓迎夕食会の様子 ]

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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03－5213－1723
koushin@clair.or.jp

【問い合わせ・申込先】
一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）
交流支援部交流親善課
担当： チョウドリ 雅子・林 佳穂

「うちでもできるだろうか？」
「興味があるので話を聞きたい」

という段階で構いません。

お電話やオンライン・対面いずれの方法でも
丁寧にご説明いたします。

まずはこちらをご覧ください！

実際に受入を行った自治体の方々から、受入れた結果のお声をいただいています。
ぜひ受入を検討するにあたってのご参考としてください！

参加者が母国に帰り、プログラム
の記事を雑誌等に掲載するなど、
情報発信を行ってくれた。

受入により、住民にも海外との交流の
意義を実感していただく機会となり、
海外に予算を投じることへの疑
問の声の払拭につながった。

参加者より姉妹提携の打診
があり、国際交流の手がかりが
得られた。

市役所内においても国際的な視点で学ぶ機
会となり、職員のモチベーション向上
にもつながった。

受入自治体の声

海外との文化や
慣習、行政の考
え方の違いを実
感し、まちづく
りを考える上で
重要な視点を得
る貴重な機会と
なった。

自治体から
調査票の提出

募集

7 ～ 8 月頃 8 月 28 日まで

海外自治体との
マッチング

受入自治体
決定

受入自治体決定までの流れ

事務所 日程 受入自治体 テーマ

ニューヨーク
2025年  9月14日(日）
　　～  9月20日(土)  

 大阪府八尾市   「OPEN　FACTORY　CITY　YAO」を産業スローガンに掲げる八尾市の公
民連携した産業観光の取組について  

パリ
2025年10月19日(日)

　　～10月25日(土)  
 香川県三豊市   インバウンド誘客促進を目的とした三豊市の観光戦略について  

シドニー
2025年10月26日(日)

　　～11月  1日(土) 
 青森県黒石市   コミュニティ力を生かしたごみ処理行政  

ロンドン
2026年  1月18日(日)

　　～  1月24日(土)  
 仙台市   仙台市における国際的観光誘客と産学官連携の取組み  

シンガポール
2026年  2月  1日(日)

　　～  2月  7日(土)  
 三重県松阪市   松阪市の観光施策とインバウンド誘客の取組について  

※ この他、例年、北京事務所管内も実施しております。

令和 7年度実施状況
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大
郷
町
は
、
宮
城
県
の
中
央
に
位
置
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
宮
城
の
へ
そ
」
の
町
で

す
。
人
口
は
約
７
千
３
百
人
。
仙
台
市
中

心
部
ま
で
は
車
で
約
50
分
、
三
陸
自
動
車

道
松
島
大
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
東
北

自
動
車
道
大
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

接
し
て
お
り
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好

で
す
。
町
中
心
部
に
は
「
道
の
駅
お
お
さ

と
」
を
中
心
に
町
内
外
の
多
く
の
方
々
が

交
流
す
る
拠
点
エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
９
月
７
日
に
町
長
に
就
任
し
て
以

降
、
町
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
現
に
向
け
て

邁
進
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
私
自
身
が
若
い
頃

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
活
動
で
あ

り
、
ま
た
、
議
員
時
代
も
通
し
て
積
み
重

ね
て
き
た
地
域
の
方
々
と
の
交
流
で
す
。

私
は
、
若
い
頃
か
ら
青
年
団
活
動
や
公

民
館
の
分
館
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
地
域
の

仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
活
動
の

中
で
は
、
若
者
と
し
て
の
意
見
を
地
域
の

年
長
者
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
方
に
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
て
も

ら
っ
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
経

験
か
ら
、
町
長
就
任
前
か
ら
も
、
そ
し
て

町
長
に
な
っ
た
今
で
も
、
若
い
世
代
の

方
々
が
自
ら
の
意
見
を
言
え
る
場
を
作
る

こ
と
、
若
い
世
代
の
声
を
積
極
的
に
聞
く

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
年
、
議
会
人
と
し
て
住
民
や

各
種
団
体
の
方
々
の
意
見
を
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
町

長
と
し
て
仕
事
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
大

き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い

方
々
の
声
を
聞
く
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、「
新
成
人
と
の
座

談
会
」
や
こ
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
の

場
な
ど
を
通
し
て
「
大
郷
町
を
こ
ん
な
町

に
」
と
い
う
真
っ
す
ぐ
な
意
見
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
商
業
施
設
が
少
な

い
、
若
者
が
集
う
場
所
が
少
な
い
、
交
通

の
便
を
も
っ
と
良
く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
実
現
で
き
て
い
な
い
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
町
長
に
な
っ
た
今
、
こ
う
し
た

町
民
の
声
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
は
町
長
選
に
立
候
補
す
る
に
当
た
っ

て
、「
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
助
け
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
教
育
に
力
を
入
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」、「
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
６
つ
の
柱
を
公
約
に
掲
げ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
町
民
が
大
郷
町
に
希
望
を
持
て
る

よ
う
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
掲
げ
た
も

の
で
す
が
、町
民
か
ら
は
と
り
わ
け
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
、
企
業
誘
致
、

若
者
が
集
え
る
場
所
、
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
を
望
む
声
が
大
き
く
、
こ
れ
ら
を

ど
う
や
っ
て
実
現
し
て
い
く
か
、
役
場
内

で
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
の
財
政
事
情
は
、
御
多
分
に
漏
れ

ず
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
が

抱
え
る
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
は
ど
れ
も
優

先
度
の
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
始

め
に
役
場
１
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
善
を

行
い
ま
し
た
。
窓
口
対
応
の
際
、
従
来
は

来
庁
者
が
立
っ
た
ま
ま
話
を
し
た
り
書
類

を
書
い
た
り
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
部
を
撤
去
し
て
机

と
椅
子
を
置
き
、
即
席
で
ロ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
に
改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
道
の

駅
お
お
さ
と
」
２
階
の
利
用
頻
度
が
低
い

会
議
ス
ペ
ー
ス
を
、
市
販
の
遊
具
を
購
入

し
て
約
30
万
円
の
予
算
で
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
安
全
に
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
た

方
か
ら
は
好
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
お
金
を
あ
ま
り
か
け

ず
と
も
ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま

な
改
善
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
―
私
は
職

員
に
対
し
て
、
自
ら
考
え
、
積
極
的
に
提

案
し
て
も
ら
う
よ
う
常
々
求
め
て
い
ま

す
。
職
員
の
や
る
気
こ
そ
が
、
役
場
全
体

の
空
気
を
変
え
、
大
郷
町
を
よ
り
良
い
方

向
に
進
め
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。私

は
町
民
が
大
郷
町
の「
誇
れ
る
こ
と
」

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
い
い
の
で

す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
町
民
が
大
郷
町

を
『
自
慢
で
き
る
町
』
と
し
て
胸
を
張
る

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

宮
城
県
大お

お

郷さ
と

町
長

石い
し

川か
わ

　
良よ

し

彦ひ
こ

2026年（令和 8年） 8月17日　12第3369号

随　想
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